
　（様式２（1）） 事業所名  　グループホーム　レラティブ別府

目標達成計画 作成日：　平成　24年　　9月　26日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 14

代表者・管理者は同業者との交流は出来ている
が、一部の職員しか相互訪問や交流はできてい
ない。

職員全員が同業者との交流の機会をもち、勉
強会や情報の交換をしていきながらサービス
の向上につなげる

代表者・管理者が外部、同業者と交流する機会
に一緒に参加出来るような機会を設ける。

６ヶ月

2 48

重度化しており、役割を持てる方が少なくなって
いる。

重度化しているが、それまでの生活歴を考慮
し、「見ることや聴くことの楽しみ。」を持ってい
ただけるよう支援する

家族様も交え、生活歴の中からご本人の「望ん
でおられること」を再度考えていき、張り合い、喜
びを見つけていく。今出来る事の再確認をカン
ファレンスの中で取り入れていく

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。


